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続・ケースメソッドによる経営能力の育成1 
 

 

ケースメソッドによる学びとはどのようなものか。この問いに答えるための新たな切り口5 

を示したのが、『ケースメソッドによる経営能力の育成』（2003,髙木晴夫,慶應義塾大学ビジ

ネススクール・ノート）である。この中で髙木は、「大学で教える学問には理論知識と実践知

識がある」として、知識の分類を試みた。髙木によれば、経営学を学ぶ場面を想定するなら

ば、理論知識は職能領域特定的な「専門知識」に相当し、もう一方の実践知識は領域横断的

な属人的能力：「統合力」「洞察力」「戦略力」を指すのだという。その上で髙木は、ケースメ10 

ソッドは「力」という文字で終わる実践知識群を高めると指摘した。 

 

このノートの目的は、ケースメソッドと呼ばれるディスカッションを通した学習で「なぜ

実践知識を高めることができるのか」を理論的に探求することにある。そのために、『ケース

メソッドによる経営能力の育成』が議論している内容をさらに掘り下げ、そこに新しい説明15 

を加えて具体化していくことを試みる。したがって、読者は『ケースメソッドによる経営能

力の育成』（2003,髙木）を読了されていることを想定して、このノートは作成されている。

主な読者像としては、ケースメソッドでの学習初期段階にあって、明確な学習イメージをつ

かんでから学び始めたいと考えている学習者を想定したが、ケースメソッドでの学習歴のあ

る読者にも新たな洞察が得られることを願っている。 20 
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